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御 し,さらに ECM からのシグナルを伝達することで硬組織形成細胞への分化を制御 し
ている可能性が示された｡これらの結果は.歯周治療後の創傷治癒 ･再生のメカニズム
を解明する上で細胞骨格の関与を考慮することはきわめて重要である.と今後の課題を
示 した｡
以上に基づき,審査委員会は本申請論文に博士 (歯学)の学位論文として価値があるものと
認めた｡
